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１８８号 
２０２３年２月２４日発行 

 

 

楽習館（交流センター）で初めて開催される 

くららフェスタに参加します！ 
くららが楽習館に移って、初めてのくららフェスタが以下の日程で開催されます。太平山麓９条の会も

参加します。くららフェスタは、くららが駅前にあった時から開催されていましたが、楽習館での開催は

初めてです。それもあって、詳細はまだ決まっていませんが、９条の会では、以下の催しを計画していま

す。ぜひ足をお運びください。 

🔶日時：３月１２日（日）１０時３０分から１５時まで 
🔶会場：楽習館（キョクトウ）栃木市交流センター１階と２階 
🔶太平山麓９条の会参加企画 
   〇幻燈  絵本作家加古さとしさんの作品＝わっしょいわっしょいブンブンブン 

    １階の大交流室で午前と午後一回ずつ上映します。 

   〇展示 「戦争の準備か平和の準備か」 
       ・敵基地攻撃のために買う兵器はどんなもの？ 

        ・沖縄の置かれている現状は？ 

        ・核兵器禁止条約の現状は？ 

        ・ASEANってなあに？ 

   ＊表や絵を多用してわかりやすい展示をするために準備中です。 

新しいプラカード「戦争国家にするな！」 

             を使ってアピール！ 

 太平山麓９条の会では、皆さんと一緒に「憲法

９条世界の宝」というプラカードをもって、９の日と

１９の日に「憲法守れ」の意思表示のスタンディ

ングを実施しています。しかし、岸田政権になって

「敵基地攻撃能力を持つ」と閣議決定してから、

軍拡路線に大きく舵を切っています。このまま看 

過していては、非戦を誓った憲法９条持つ国が、戦争す

る憲法違反の国になってしまいます。その危険性を多く

の人に知ってもらおうという思いで、「戦争国家にするな」

という新しいプラカードを作って、スタンディングをすること

にしました。 

 少しでも軍備拡大路線にストップをかけ、９条を生かす

国にしていくために力を尽くしていきましょう。 

 

参
加
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す
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◇スタンディング ３月９日（木）市役所前 １９日（日） イオン・カワチ前交差点 午後３時～ 

◆スタッフ会議  ３月９日（木）１３時～ ２４日（金）１３時半～交流センター楽習館くらら２階 

大平山麓九条の会は、栃木市内の各界各層１６名の呼びかけ人によって、２００６年２月に

発足してから１７年目になりました。「力によらない平和」を願う栃木市民の皆さんへと、「九

条の会アピール」への賛同を呼びかけたアピール文を改めてご紹介します。戦後７７年間、憲

法９条によって、日本は一人も殺さず、殺されることもなく過ごしてきましたが、今まさに

「戦争か平和」かの岐路に憲法９条は立たされています。原点に立ち返り、「憲法９条守ろ

う！」の声を高めていきませんか。                    （大森記） 

  

 

 

 

 

 

原点に立ち返り 

 「太平山麓九条の会」の呼びかけ文を紹介 

 

自然と交通の便とに恵まれた私たちの街は、大きな災害もなく営々と歴史を重ねてきまし

た。自然の恵みの中で、人と人とが助け合って穏やかに暮らしていけたら、どんなに幸せなこ

とでしょう。 

「三度のごはん きちんと食べて 火の用心 元気で生きよう きっとね」     

（井上ひさし『兄おとうと』より） 

つまり生活保障と無病息災が、庶民のささやかな、でも最大の願いではないでしょうか。 

 

さて、おびただしい犠牲と惨禍を経て生まれた日本国憲法は、戦争放棄・戦力不保持をうた

い、私たちの平和な暮らしを支え、またアジアからの信頼を得てきました。 

 ところが今、「軍隊をもち戦争のできる国」に変えようと、改憲の動きが強まっています。 

 

これに対して２００４年６月、日本を代表する９人の知識人（井上ひさし 梅原猛 大江健

三郎 奥平康弘 小田実 加藤周一 澤地久枝 鶴見俊輔 三木睦子）が、改憲のくわだてを

阻むため「九条の会」を発足させました。発表された「九条の会アピール」は大きな反響を呼

び、全国で続々と「九条の会」が生まれてきています。 

 

「戦争は、もう二度とごめんだ」 

 「殺されるのはいやだ、殺すのはもっといやだ」 

 「意見の違いは、暴力では解決できない」 

こう考えるみなさん！ 

九条を守りたいという一点で、同じ思いを持つみなさん！ 

その一人一人の思いを持ちよって、みんなの声にしませんか。 

 

21世紀の世界がめざすのは「力によらない平和」です。 

憲法九条を世界に広め、地球憲法として輝かせましょう。 

 晴れやかに誇らしく平和のバトンを子や孫の代に渡せるように、太平山に抱かれたこの地域

で、ともに知恵を出しあい手をつなぎましょう。 

                             （2006 年 2 月 1８日） 

 

 

 


